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今週はここに注目！

サクラが
咲きました！

メジロ
名前の通り、目のまわりの白い縁
取りが特徴の小鳥です。甘い果実
や花木の花の蜜が大好きで、小さ
な群れで蜜を吸う姿をよく見かけ
ます。市街地でも見ることができ
る鳥です。是非探してみてくださ
い。

花や実のついた
木によくいるよ

附属自然教育園

詳しくはＨＰの「見ごろ情報」
をご覧ください
https://ins.kahaku.go.jp/ 

キジバト
日本にいる野生のハトです。地面
にある落ち葉に頭を突っ込んで、
餌を探す様子がよく見られます。
赤褐色の羽縁が特徴で、お寺や公
園で群れている灰色の「ドバト」
とは異なる種類です。

ガサっ！と
音がした方向を
探してみよう

街中の水辺でも見られる身近なカモ。
池にのんびり浮いていたり、水中
に顔をつっこんで餌を探す様子な
どが見られます。今年も園内での
繁殖に期待したいです。

カルガモ

水辺で
みられます

ピンク色の花が咲いています。花
の付き方がユニークで、小さな
ラッパが枝にぶらさがっているよ
うにも見えます。

ウグイスカグラ

似たもの同士をくらべてみよう！

「甘菜」の名前は、地中のまるい鱗茎（りんけい）が
食用となり、甘みがあることによります。花は、日が
当たると開き、天気が悪いとあまり開きません。

~アマナ とヒロハノアマナ ～

ヒロハノアマナアマナ

ヒロハノアマナはアマナに比べて葉が広く、
中央に白い筋があります。

☆見分けポイント☆

人家近くの道端から山地ま
で、ごくふつうに生育する
スミレです。花の色はふつ
う薄い青紫色ですが、色の
濃淡は変化に富んでいます。

タチツボスミレ

キタテハ
暖かい日に、園内をひらひらと飛
んで、草の上で翅を広げて日向
ぼっこをしている姿を見かけるよ
うになりました。今の時期に観察
できるのは、成虫のまま越冬した
個体です。

水生植物園や
武蔵野植物園で
よく見られます

穂状にぶら下がった淡黄色の花がよ
く目立ちます。昔は、髄を灯心
（あんどんなどの芯）に、果実に含
まれるタンニンをお歯黒に用いたと
言われています。

キブシ

ユリの仲間で、原産地は中国。薬
用の植物として有名で、乾燥さ
せた鱗茎は「貝母（バイモ）」
とよばれ、咳止めや止血などに効
果があるとされています。観賞用
によく栽培されます。別名は「ア
ミガサユリ」で、花の内側に網目
状の模様があることによります。

バイモ

路傍植物園や
武蔵野植物園で
見られます

タラノキ（芽）
ウコギ科の落葉低木です。
丈夫な性質を持ち、山地
や丘陵で群生しています。
新芽「タラノメ」はいわ
ゆる山菜として人気です。

花をつつむ仏炎苞が、武蔵国
（現・東京都、埼玉県、神奈川県
にまたがる）で作製したあぶみ
（乗馬の際に足をかける道具）に
似ていることから名前がつきまし
た。湿った林の下でよく見られる
植物です。

ムサシアブミ

ムサシアブミの花

主に2輪の花をつけることが名前
の由来。地下茎で増えるので、一
面に広がって咲く様子がよく見ら
れます。

ニリンソウ

つる性の植物で、同じ木に雄花と
雌花をつけます。花びらの中心部が
球状に包まるようについていれば
雄花、花自体が大きく、
中心部が放射状に広がって
いるものが雌花です。実は
熟すと裂け、白い仮種皮と
果肉は甘く、食べられます。

アケビ

アケビの実（10月）

山地の沢沿いなどにまとまって生
育する植物。名前の由来は、花の
形を、京都の羅生門（らしょうも
ん）で平安中期の武将渡辺綱が切
り落とした鬼女の腕になぞらえた
ことによります。

ラショウモンカズラ

ソメイヨシノ
江戸時代末期に作られたと
される栽培品種で、日本各
地に植えられています。花
の色は非常に淡く、ほとん
ど白色の場合もあります。

オオシマザクラ
ヤマザクラと同様に新葉と
花が同時に開きますが、本
種はより大きく、白い花を
咲かせます。桜餅を包むサ
クラの葉は、本種の葉を塩
漬けにしたものです。

ヤマザクラ
赤味を帯びた新葉と淡紅色
の花が同時に開きます。万
葉集で詠まれているサクラ
の歌の多くは、本種を指し
ていると言われています。

上を見上げると、大きな白い花が
咲いています。コブシは、その花
の開花を目安に農作業が開始され
たことから、「イモウエバナ」
「タウチザクラ」などの別名もあ
ります。花の蜜を目当てに来た鳥
が、花を落とすことがあります。

コブシ

イロハモミジ
秋の紅葉が綺麗なモミジですが、
春にはとても小さな紫紅色の花を
咲かせます。イロハモミジの名前
は、子どもたちがこの葉の裂片を
「いろはにほへと」と数えたこと
によります。
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路傍植物園や
武蔵野植物園で
見られます

ネクタイのような胸の黒い線が特徴
です。「ツツピー、ツツピー」と鳴
くさえずりは、メスにアピールする
ためのオスの鳴き声です。耳をすま
して、聞いてみましょう！

シジュウカラ

全域で
見られます

★園内での
動植物の採
集は禁止で
す。大切に
見守ってく
ださい。

武蔵野植物園と
路傍植物園で
見られます

園内全域で
見られます

ヒトリシズカ
ブラシ状の白い花がちょこんと
ついています。清楚な花を静御
前にたとえ、この名前がつきま
した。
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